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その１・ちょっとオシャレで新しい‘ＯＭＯＣＨＩ ＳＷＥＥＴＳ‘ 
その２・季節の産物で‘ＯＹＡＳＡＩ ＭＯＣＨＩ‘ 
その３・ケータリングＣＡＲで伝えながら対面販売 

広めて…特別価値の伝わる商品を統一ブランド  Ｃｌｅａｒ  に 

Ｃｌｅａｒ＝水がクリア、基準をクリア、次世代の将来をクリアに 
水は１００％魚津の水を使うこと。原料の６０％以上を魚津の産物とすることが条件で源七にて認定後シール贈呈。 
地域全体で盛り上げ、美味しいものいっぱいの街といったイメージを発信 

豊富で上質な水の恵みを受け、一年を通してさまざまな産物が生まれる環境がある。 
ALL魚津産商品の産物を取り込んだ開発・販売ができる。 

お餅文化を
伝承したい 

原料にこだわり・・・ 
 餅米は富山県産の１等米を１００％使用し 
 ています。 
文化にこだわり・・・ 
 郷土料理の（芋かいもち）や、餅文化の伝統 
 を守り、さらに改良しながら提供しています。 

２４００M級の山と水深１０００Mの海で合わせて高低差
３４００Mの特異な地形。降雪が多く、常に水が豊富。 
森からの栄養を豊富に含んだ水は、急流な川で新鮮な
まま海へ流れていて、その恩恵を受ける多数の海産物、
農産物、生命が育つ。そしてこの水は世界でもトップク
ラスの名水であるにもかかわらず、知名度が低い。 

季節の野菜・もち米 
（ＪＡうおづ協力） 

「OMOCHI  ＳＷＥＥＴＳ」を創る
にあたり品質検査に持ち込まれ
た１等品質の新大正米を三軒か
ら仕入れ、１番相性の良かった
米を厳選し造りました。 

源七のこだわり 魚津の水循環って？ 
（有）源七 松原祥子 

原料 商品 

素材への   
興味 

生産現場体感 
エコツーリズム 

   こどもの頃に食べたおいしいはずっと心に残る味 
    食を通じて人と人の輪がつながり魚津の自然・・・世界の自然を守る・・・ 

輪で守る水循環 ～ うおづって“ちょうどいい”ないけ ～ 

強みは 

課題は 
魚津産のもち米生産量、消費量が年々減っている。 
お菓子ニーズの変化  お餅文化が伝承される？ 

１番おいしい
お水の街 

自然の
恵み 

トクベツの
美味しさ 

新商品（ビジネス）で 
伝統と自然の貴重さを次世代に伝える 

認
定 

源七 

ＯＭＯＣＨＩ  

ＳＷＥＥＴＳ 

生産者 
（米、野菜） 

消費者 
（食の安全） 








